
 

今
年
は
、
平
城
京
が
７１０
年
に
奈
良
の
地
に
誕
生
し
て
１３００
年
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
奈
良
県
で
は
、
こ
の
「
平
城
遷
都
１３００
年
」
を
機
に
「
日

本
の
は
じ
ま
り
の
奈
良
」
を
合
言
葉
と
し
て
、
日
本
の
歴
史
文
化
を
世
界

に
発
信
し
、
21
世
紀
の
地
球
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
平
和
で
豊
か
な
文
化

の
創
造
に
資
す
る
と
共
に
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
地
と
の
交
流
の

拡
大
を
図
り
、
活
力
と
創
造
性
に
満
ち
た
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

「
平
城
遷
都
１３００
年
祭
」
を
開
催
。
期
間
中
、
平
城
宮
跡
を
は
じ
め
、
奈

良
県
内
外
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
城
京
跡
は
４
月
２４
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、
１１
月
７
日
ま
で
平
城
遷
都
1300
年
記
念
事
業
の
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
宮
跡
内
の
施
設
と
連
携
し
、
歴
史
文
化
が
実
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
、
各
種
フ
ェ
ア
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。
正
式
な
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
「
せ
ん
と
く
ん
」
。
未
だ
に
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
騒
動
で
知
名
度
は
逆
に
上
が
り
、
人
気
も
出
て
き
て
い
ま
す
。 

 

平
城
京
遷
都
は
、
国
家
と
し
て
の
基
本
的
枞
組
み
が
確
立
さ
れ
た
奈
良

時
代
の
幕
開
け
で
あ
り
、
我
が
国
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
節
目
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

７０１

年
に
日
本
初
の
本
格
的
な
律
令
で
あ
る
「
大

宝
律
令
」
が
制
定
さ
れ
、
以
後
こ
の
律
令
に
基
づ
き
国
家
運
営
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
最
古
の
歴
史
書 

「
古
事
記
」
や
正
史
「
日
本
書
紀
」
が

編
纂
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
ま
た
、
唐
の
影
響
を
強
く
受
け
る
と

と
も
に
、
大
陸
と
の
交
流
を
通
し
て
、
イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ャ
・
ア
ラ
ビ
ア

な
ど
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
地
か
ら
様
々
な
文
化
を
取
り
入
れ
た
国
際
色
豊

か
な
天
平
文
化
が
平
城
京
を
中
心
に
花
開
い
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
平
城
宮
跡
に
は
当
時
の
建
物
群
が
復
元
さ
れ
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
大
極
殿
は
、
平
城
宮
の
最
も
重
要
な
建
物
で
あ
り
、
天

皇
の
即
位
式
や
元
日
の
朝
賀
の
よ
う
な
国
家
的
儀
式
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
に
は
復
元
完
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
城
宮
の
正
門
で
あ
る

朱
雀
門
は
、
元
日
や
外
国
使
節
の
送
迎
の
際
に
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
既
に
１９９８
年
に
復
元
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
１０
月
に
は
大

極
殿
正
殿
前
庭
を
会
場
に
天
皇
な
ど
を
招
き
、
平
城
遷
都
１３００
年
記
念
祝

典
が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
古
都･

奈
良
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
年
で
す
。 

  

 ﾘｺｰﾙとは、消費生活用品に事故発生

の可能性や欠陥があった時、事業者が

公表して製品を回収・交換・修理を行

うことをいいます。事業者は事故の発

生段階又は事故の兆候を発見した段

階で事故の発生や拡大の可能性を最

小限にするため、自主的に迅速かつ的

確なﾘｺｰﾙを実施しなくてはなりませ

ん。消費者の安全確保、事業者の法令

遵守の観点からﾘｺｰﾙは当然の責務で

す。例えば今問題になっている自動車

のﾘｺｰﾙの場合、機械的な問題点をもつ

と考えられる車体を回収し、点検・整

備・修理等を行い、その費用は事業主

が持ちます。改善処置を施した車体に

は改善処置済ｽﾃｯｶｰが貼られ、これが

ないと車検には通りません。事業主の

迅速かつ徹底した情報開示、誠実な対

応が今後の企業評価にも繋がります。 

 

 

 １日 エイプリルフール      ８日 花祭り(潅仏会)  

 ４日 復活祭(イースター)     １７日 土用・春土用 
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 ７日 世界保健デー         ２９日 昭和の日 

 

            

 

イ
ー
ス
タ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
暦
に
お
け
る
最
も
重
要
な
祝
い
日
で
、
十
字
架
に
か
け
ら
れ
て
死
ん
だ
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
三
日
目
に
よ
み
が
え
っ
た
こ
と
を
記
念
し
「
復
活
祭
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
正
教
会
で
は
「
イ

ー
ス
タ
ー
」
よ
り
も
「
パ
ス
ハ
」
の
呼
称
の
方
が
好
ま
れ
ま
す
。
基
本
的
に
「
春
分
の
日
の
後
の
最
初
の
満
月

の
次
の
日
曜
日
」
に
祝
わ
れ
る
た
め
、
年
に
よ
っ
て
日
付
が
変
わ
る
移
動
祝
日
で
、
年
に
よ
り
東･

西
教
会
で

異
な
る
日
付
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
今
年
は
西
方
教
会
も
東
方
教
会
も
同
日
で
４
月
４
日
で
す
。 

 

 

４
月
は
各
地
で
春
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
春
に
行
わ
れ
る 

大
き
な
お
祭
り
３
つ
を
紹
介
致
し
ま
す
。
日
本
の
伝
統
が
息
づ
く 

地
域
の
ま
つ
り
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

長
浜
曳
山
ま
つ
り(

４
月
13
日
～
16
日
／
滋
賀
県
長
浜
市)

：
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
日
本
三
大
山
車
祭
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
は
豊
臣
秀
吉
公
が
長
浜
を
治
め
た
と
き
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
長
浜
八
幡
宮
は
、
社
伝
に
よ
る
と

１０６９
年
、
源
義
家
の
要
請
に
よ

り
、
後
三
条
天
皇
が
命
じ
て
石
清
水
八
幡
宮
を
分
祀
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
由
来
書
に
よ
る
と
、
秀
吉
公
が
源
義
家
の[

後
三
年
の
合
戦]

の
凱
旋
の

様
子
を
あ
ら
わ
し
た
「
太
刀
渡
り
」
を
町
年
寄
十
人
衆
に
行
わ
せ
た
の
が
八
幡

宮
の
祭
礼
の
始
ま
り
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
秀
吉
公
が
男
子
誕
生
の

祝
い
に
町
人
へ
若
干
の
砂
金
を
贈
り
、
こ
れ
を
原
資
に
町
人
た
ち
が
曳
山
を
造

営
し
、
八
幡
宮
の
祭
礼
に
曳
い
た
の
が
「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
絢
爛
豪
華
な
山
車
は
「
動
く
美
術
館
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
曳
山
の
舞
台
で
子
ど
も
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
５
歳
か
ら
１２
歳
く
ら
い
の
男
の
子
が
衣
装
に
身
を
包
み
、
歌
舞

伎
を
演
じ
、
ま
つ
り
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

春
の
高
山
祭(

４
月
14
日
～
15
日
／
岐
阜
県
高
山
市)

：
高
山
祭
は
、
春
の

山
王
祭
（
日
枝
神
社
）
、
秋
の
八
幡
祭
（
桜
山
八
幡
宮
）
の
２
つ
の
総
称

で
日
本
三
大
美
祭
の
ひ
と
つ
ま
た
、
日
本
三
大
山
車
祭
の
ひ
と
つ
に
も
上

げ
ら
れ
、
そ
の
祭
礼
行
事
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
山
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
山
王
祭
」
は
、
旧
高
山
城
下

町
南
半
分
の
氏
神
様
で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の
例
祭
で
す
。
祭
の

舞
台
と
な
る
安
川
通
り
の
南
側
・
上
町
に
は
、「
山
王
祭
」
の
屋
台
組
の
宝

で
あ
る
屋
台
１２
台
が
登
場
。こ
の
12
台
の
屋
台
の
華
や
か
な
巡
行
が
見
ど

こ
ろ
で
、
う
ち
３
台
が
か
ら
く
り
奉
納
を
行
う
ほ
か
、
祭
行
事
で
は
賑
や

か
な
伝
統
芸
能
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
14
日
の
夜
に
は
曳
き
別

れ
と
呼
ば
れ
る
夜
祭
が
あ
り
ま
す
。 

古
川
祭(

４
月
19
日
～
20
日
／
岐
阜
県
飛
騨
市
古
川
町)

：
古
川
町
に
あ
る

気
多
若
宮
神
社
の
例
祭
で
天
下
に
奇
祭
と
う
た
わ
れ
た
勇
壮
な
「
起
し
太

鼓
」
と
き
ら
び
や
か
な
「
屋
台
行
列
」
で
知
ら
れ
る
祭
で
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
19
日
の
深

夜
。
「
起
し
太
鼓
」
で
は
、
19
日
夜
、
直
径
80
セ
ン
チ
の
大
太
鼓
が
打
ち

鳴
ら
さ
れ
な
が
ら
古
川
の
町
を
巡
回
し
、
そ
れ
を
進
路
で
待
ち
受
け
る
付

け
太
鼓
（
小
さ
な
太
鼓
に
担
ぎ
棒
を
つ
け
た
も
の
）
を
持
っ
た
若
者
た
ち

と
の
激
し
い
攻
防
戦
が
深
夜
ま
で
続
き
ま
す
。
祭
り
に
参
加
す
る
男
た
ち

は
、
半
股
引
に
さ
ら
し
巻
き
に
白
足
袋
、
白
鉢
巻
の
正
装
を
し
て
い
る
の

で
、
裸
祭
り
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
屋
台
曳
き
揃
え
は
、
２
日

間
と
も
行
わ
れ
、
町
内
の
屋
台
組
が
大
事
に
守
っ
て
き
た
９
台
の
豪
華
な

屋
台
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
屋
台
も
木
彫
り
、
塗
り
、

「
見
送
り
」
と
い
わ
れ
る
掛
け
軸
状
の
絵
な
ど
全
て
が
素
晴
ら
し
い
芸
術

品
で
す
。
か
ら
く
り
人
形
が
あ
る
屋
台
が
２
台
、
子
供
歌
舞
伎
を
行
う
屋

台
が
１
台
あ
り
ま
す
。
高
山
祭
の
影
響
を
受
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
エ
コ
住
宅
」
。 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
設
備
・
施
工
を
施
し
、
CO2
の

排
出
削
減
や
光
熱
費
ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
住
宅
を
い

い
ま
す
。
３
月
８
日
に
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
受
付

も
開
始
さ
れ
ま
す
。
益
々
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
で
あ
ろ

う
エ
コ
住
宅
。
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

【
高
機
密
・
高
断
熱
】
住
宅
の
気
密
を
高
め
る
こ
と
で
、

住
宅
か
ら
放
出
す
る
熱
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
高
気

密
・
高
断
熱
住
宅
」
。
外
気
温
に
影
響
さ
れ
ず
、
わ
ず

か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
室
内
を
快
適
な
温
度
に
保
つ
の

で
、
冷
暖
房
費
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
湿
気
や

カ
ビ
の
発
生
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
の
で
、
住
宅
そ
の
も

の
が
長
持
ち
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
。
さ
ら
に
は
、
気
密
性

の
高
い
家
で
は
換
気
計
画
も
立
て
や
す
く
、
家
中
の
空

気
が
い
つ
も
新
鮮
で
健
康
的
。
つ
ま
り
、
高
気
密
・
高

断
熱
住
宅
は
、
経
済
的
で
、
建
物
に
も
住
む
人
に
も
優

し
い
住
宅
な
の
で
す
。 

【
太
陽
光
発
電
】
太
陽
光
発
電
と
は
、
文
字
通
り
「
太

陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
、
電
気
に
変
換
す
る
」

発
電
方
式
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
が
簡
単
で
、
地

球
に
も
や
さ
し
い
の
が
特
徴
で
す
。
自
宅
で
使
う
電
気

を
自
宅
で
作
る
の
で
電
気
代
の
節
約
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
余
っ
た
電
気
を
電
力
会
社
に
買
い
取
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
2009
年
10
月
ま
で
の
買
い
取

り
金
額
は
約
24
円
／
kWh
で
し
た
が
、
2009
年
11
月
よ

り
「
太
陽
光
発
電
の
新
た
な
買
い
取
り
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
た
め
、
お
よ
そ
倍
の
48
円
／
kWh
で
電
力
会

社
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

も
、
こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
し
て
補
助

金
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
多
く
注
目
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
（
支
援
内
容
も
自
治
体
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
。 

【
オ
ー
ル
電
化
シ
ス
テ
ム
・
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
】
オ
ー
ル

電
化
住
宅
と
は
、
住
ま
い
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

電
気
で
ま
か
な
う
住
宅
の
こ
と
。
CO2
削
減
に
貢
献
で

き
る
、
ま
さ
に
「
エ
コ
住
宅
」
で
す
。
ま
た
ガ
ス
・
石

油
を
室
内
で
使
用
し
な
い
た
め
、
空
気
を
ク
リ
ー
ン
に

保
つ
こ
と
が
で
き
、
高
気
密
・
高
断
熱
住
宅
と
相
性
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
の
注
目
は
「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
」
。
こ
ち
ら
は
ガ
ス
か
ら
水
素
を
取
り
出
し

て
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
発
電
時
に
発
生
す
る
熱
を

利
用
し
て
お
湯
を
作
っ
た
り
暖
房
に
使
う
こ
と
が
で

き
、
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
も

の
。
こ
ち
ら
も
地
球
の
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
「
エ
コ

住
宅
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 
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